
令和元年度定例総会を開催 

 令和元年度志木市町内会連合会定例総会が 5 月 12 日（日）に新潟県新発田市にあるホテ

ル清風苑で会員 83 名が参加して開催されました。総会は例年、町内会活動と密接に関連す

るテーマのもとに視察研修を兼ねて行われており、今年度は、大地震発生時の避難方法と

避難所での対応など、住民代表との情報交換をするため新潟県長岡市小千谷にある中越地

震復興のシンボルであるおじや震災ミュージアムそなえ館を視察しました。 

 

１．総会（1 日目） 

総会は池ノ内

茂生副会長の

進行で行われ、

斎藤昭弘副会

長が開会を宣

言し、続いて、

竹前栄二会長

が開催の挨拶

を行いました。

その挨拶で、連

合会にいま期

待されていること、また連合会の役割を確実に推進していくため会員間で協力できる

ところは進んで行うことの必要性について訴えました。 

次に今年度新たに会員になられた方々と事務局員が紹介されました。 

次いで議事に入るまえに、議長に柏町町内会長の嘉永秀恒会長を選出。昨秋に一部

改正された規約に基づき、会議開催の定足数（会員総数の過半数）に達しているかを

確認し、参加会員 83、委任状 116、合わせて 199 となり、会員総数 235 の過半数を超

えていることを確認しました。 

 その後、議事に入り提案された平成 30 年度の事業と会計の報告、令和元年度の事業

計画案と収支案については、

特段の異議はなくいずれの

議案も賛成が過半数を超え

可決されました。役員選出

では、任期途中で退任され

た副会長の谷岡正吉久保町

内会長の後任役員の選出に

移り、他薦がなく執行部よ



り志木市ニュータウン南の森壱番街町内会宮下博会長を推薦し、賛成多数で選出され

ました。それに伴い役員の互選により、新副会長にこれまで監事であった髙橋敏次郎

城町内会長がなり、宮下博氏は監事に就任、そのほかは留任となり、新体制が発足し

ました。 

   これにて、すべての議案の討議は終了し、ここで嘉永議長が退任されました。 

   次に長年、連合会会員として活躍され、前年度で退任された 21 名に感謝状と記念品   

  が贈られました。 

 続いて、来賓紹介に移り、香川武文志木市長、池ノ内秀夫志木市議会議長（公務で

欠席）、谷合弘行志木市社会福祉協議会会長、市之瀬初男志木市消防団団長、斎藤奈都

子志木市連合婦人会会長が紹介されました。来賓を代表して香川市長より祝辞を賜り

ました。また、6 月で退任予定の谷合社会福祉協議会長より挨拶を頂きました。 

以上、15 時より始まった総会は 17 時 05 分、終了しました。 

 

２．研修：おじや震災ミュージアムそなえ館の視察（2 日目）                                     

  平成の大合併で長岡市に編  

入した旧小千谷にあるおじや 

震災ミュージアムそなえ館を 

視察し、震災発生によって派生 

した多くのことについて研修  

し情報交換を行いました。 

 ここは2004年10月23日午   

後 5 時 56 分に発生した新潟中  

越大震災、マグニチュード6.8、  

震度 7 の直下型地震に襲われ 

大きな被害が出た地域で、地震 

発生後、被災地では何が起きて  

いたのか、そんな疑問に被災 

者の体験と教訓から学ぶ施設 

です。 

施設内見学の後、実際に避難 

した後、いろいろと派生する問 

題にどう対応したのかを、施設 

の解説員とともに考えるワー 

クショップを開催しました。 

会員は 7－8 人のグループに   写真 上：研修内容に対する質疑応答  



分かれて、配布された資料に沿      下：講師の質問に YES、NO で答える。 

い避難生活をしていく中で出てきた問題点にどう対処してきたかの説明を聞きつつ、会 

員にも質問が出ました。例えば、避難先で問題になるのがトイレの確保です。しかし、現

場では絶対数が不足していて、また、詰まったなどで使用不可となっています。早く簡易

トイレを設置したいが、設置したい土地の持ち主が不明です。衛生状態を考えれば事態は

切羽詰まっています。地主の許可なしに穴を掘ってトイレを作って良いか、あなたならど

うしますか。また、別の質問では、避難場所に配給される食糧は避難場所に登録された人

数分しか配給が来ません。それでも十分とは言えない状況です。そこに、車に自主避難し

て避難所に登録していない方が食料を欲しいと言ってきました。あなたはその避難所の責 

任者の一人です。どうしますか。登録されていないかたにも配布しますか？ など、考え

させられる問題が投げかけられました。それぞれに YES/NO で答え、その理由をグルー 

プで話し合うなど、実践的な問題にどう対処するのが最善なのか、先進的事例を聞きなが 

ら、自分のところでそれが起こったらどうすべきか、とても考えさせられる研修となりま 

した。 

いずれにしても、志木市でもいつ起こるかわからない震災や水害に対してどう対応すれ

ばよいのか、おおいに勉強になりました。そして、困った時には相互に助け合う共助が大

切であることを改めて確認した研修になりました。 

 

2 日間にわたった総会と研修は無事終了しました。                                                                          


